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アルプスリゾート整備本部

8月30日
文化庁告示 松本市が文化財管理団体に指定

国際水準の山岳観光地「上高地」実現へ

▶上高地に関わる２つの法律と所管官庁

【自然公園法】
中部山岳国立公園
優れた自然の風景地を保護し、
国民の保健、休養及び教化に資するとともに、
生物多様性の確保に寄与

【文化財保護法】
特別名勝（鑑賞上価値が高い）/
特別天然記念物（学術上価値が高い）
文化財を保存・活用し、国民の文化的向上、
世界文化の進歩に貢献する

環境省 文化庁

■ 高い災害リスク(火山・土砂災害・洪水)と脆弱な防災体制
■ 山積する保護と利用に係る課題（大正池堆砂・野生動物の対応など）
■ 老朽施設や管理者不在施設が存在
■ 文化財としての保存活用方針が不明確なことによる混乱

松本市が所有者に代わり文化財の管理者に

管理運営上の
問題点

文化財保護法に基づく「保存活用計画」を策定
今後の
取組み

国立公園管理と文化財管理の整合性を図り、
文化財であることを前提とした国立公園管理を支援

◇上高地の本質的価値を明示
◇保存・活用・整備・運営体制整備の方針

令和８年度までに策定予定

文化財としての
上高地

林野庁

99％が国有林野
大半の土地を所有



高齢者にヘルメット購入費を助成
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自転車推進課自転車のまちへ 環境整備

9/2～

R５年度から市内の高校生に補助

通勤・通学時の着用率 約1年間で1.８倍に

9月から半年間高齢者も対象に

対象者

補助額

申請方法

購入金額（税込）の1/2（最大3,000円）

65歳以上の松本市民

市役所窓口またはオンラインで補助券を申請
▼

補助券を受け取り（オンラインの場合は郵送）
▼

協力店舗で補助券を使って購入R5.9.25

着用あり
27％

着用なし
73％

R６.８.３１

着用あり
48％

着用なし
52％

申請期間 9月2日 ～来年2月14日

深志2丁目交差点（午前7時30分～8時15分）
ヘルメット着用率

自転車乗用中の事故
による死者・重傷者数
（R6.4長野県警察本部発表資料を元に作成）

（人）
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「サイクリストに優しい宿」を募集9/2～

サイクリストに向けたサービスを提供する宿泊施設に対する認定制度を創設

認定対象

認定要件

市内の宿泊施設（住宅宿泊事業を含む）

・自転車を客室または屋根がある場所で保管できる
・チェックインの前後に手荷物の一時預かりができる
・空気入れ（空気圧ゲージ付きで英式・仏式・米式のバルブに
対応できるもの）の貸し出しができる
・サイクリングルート等の観光情報を提供できる

（３イベント合計）

昨年、イベント 参加者にアンケートを実施 ＊アルプスあづみのセンチュリーライド/乗鞍ヒルクライム/ツール・ド・美ケ原
＊

◎ 参加者の9割が県外からで、
８～９割が宿泊をして参加している
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洗車スペース
工具の貸出

自転車等の荷物の受取り、配送サービス
空気入れの貸出

ランドリーサービス
客室への自転車持ち込み許可（ラックの貸出）

チェックイン前、チェックアウト後の荷物の預かりサービス
屋内の自転車保管スペース

◎ 「宿泊施設に求めること」は、
安全な駐輪環境や荷物の預かりサービス

回答者：全３８８件

出典）新潟市アグリパークHP
認定された宿の情報は
市ホームページや

自転車イベントで発信
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危 機 管 理 課「災害時協力井戸登録制度」 を開始
災害時の生活用水確保にご協力を

９月２日
募集開始

登録の流れ

過去の災害時はトイレや洗濯等に使用する「生活用水」の確保が課題に
能登半島地震で井戸水の活用に脚光

申請 審査 決定 公開

○市内に所在すること

○生活用水として使用できる水質であること

○継続的かつ適正に管理されていること

○市ホームページで所在地等を公表できること 等

家庭や事業所の井戸を登録いただき、災害時に無償で井戸水を提供

登

録

条

件

市内の井戸
家 庭：２００
事業所：３５０ HPから申請 現地調査

登録可否を
決定・通知

標識を掲示
HPに掲載

須坂・佐久に続き
県内３番目

能登半島地震 災害派遣

登録標識


